
東京カンテイ プレスリリース / 良好なリセールバリューを示す物件の属性＆組み合わせ   2025 年 10 月 30 日 

  
本プレスリリースに関するお問い合わせ先： （株）東京カンテイ 市場調査部 

※本記事の無断転用を禁じます 

 
 

 

【東京 23 区】 

物件別リセールバリューランキング上位

5 物件のうち、駅徒歩時間が「5 分以内」

となったのは千代田区と中央区で 4 物

件、それ以外の行政区でも複数の物件

が入っており、「6 分～10 分」まで含める

と大半の物件がそれらに該当してくる。

中央区や江東区では「11 分～15 分」の

物件も上位に入っているが、これらの多

くは大規模タワーマンションであり、同

行政区の特徴の一つと言えるだろう。最

高階が「30 階以上」となったのは江東区

で 3 物件、千代田区や中央区でも 2 物

件が入っている。一方、渋谷区ではタワ

ーマンションと称される「20 階～29 階」

に該当する物件も入っていなかった。掲

出した物件の大半は人気住宅地に所在

する小規模レジデンスで、これは渋谷

区特有の傾向となっている。 

 

【近畿圏】 

駅徒歩時間が「5 分以内」となった物件

は各行政区とも非常に多く、「6 分～10

分」まで含めるとほとんどがそれらに該

当する結果となった。東京 23 区の主要

行政区においては資産価値に対する

“駅近の寄与度の大きさ”が示されてい

たわけだが、ここで掲出したデータは圏

域や都市が異なっていても同様の価値

観が存在することを明示している。一方、

最高階や戸数規模を見てみると資産価

値に対する寄与度は駅徒歩時間ほど

大きくない。京都市中京区のようにマン

ションの高さや戸数規模に何らかの制

限が掛かるケースもあることから、最高

階や戸数規模は高いリセールバリュー

を有する上での必須条件とまでは言え

ないようだ。 

東京カンテイ、良好なリセールバリューを示す物件において各属性が及ぼす影響を検証 

「駅徒歩時間」とリセールバリューの間で非常に強い関連性を確認 

資産価値に対する“駅近の寄与度の大きさ”は圏域や都市が異なっていても変わらず 
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名古屋市からは千種区・中区・昭和区

の 3 行政区をピックアップしたが、東京

23 区や大阪市と概ね同様の傾向を示し

ている。中区や昭和区に至っては掲出

した全ての物件で駅徒歩時間が「5分以

内」となっており、千種区も総じて駅徒

歩 10 分以内に該当するなど、名古屋市

においても“狭域立地”とリセールバリュ

ーの間には非常に強い関連性が認めら

れる。一方、最高階や戸数規模におい

ては最も数値が大きい区分に該当する

ケースはほとんどなく、むしろリセール

バリューとの関連性の弱さを証明する

結果となった。鉄道網が発達している都

市部においては最寄駅からの近さが利

便性に直結するため、資産性の多寡に

も影響してくると考えられる。それに対し

て、最高階や戸数規模に関してはそも

そもそれだけの住戸を求めるニーズが

必要であり、東京 23 区や大阪市ほど居

住人口が多くない他の都市においては

リセールバリューに対するこれらの属性

の寄与度が一段と小さくなることは想像

に難くない。 

 

【地方圏】 

地方圏からは地方中枢都市に加えてリ

セールバリューが比較的高い沖縄県の

那覇市もピックアップした。駅徒歩時間

を見てみると、徒歩 11 分以遠やバス便

の物件も上位に入ってきているが、基

本的には「5分以内」が多くを占めており、

掲出した客観的データから地域を問わ

ず“狭域立地”がリセールバリューに大

きく影響することが裏付けられた。また、

最高階の方が戸数規模に比べて数値

の大きい区分が頻出しているものの、リ

セールバリューに対する寄与度は駅徒歩時間ほど大きくないと言わざるを得ない。これらはマンション居住者が求

める優先度に深く関係しているとみられ、家選びの際に多くの人が重要な条件として挙げる「駅徒歩時間」がマン

ションの資産価値においても決定的な要素となっている。 

【名古屋市】 

 


